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昇

あけましておめでとうございます。皆様と御家族にとってこの１年が健康で

平和な年になりますよう願っています。 
平成２４年は当センターにとっては節目の年になります。すでにお知らせし

ていますように、４月１日から公益社団法人に移行します。皆様の仕事の内容

や仕事の進め方は変わりませんが、看板に「公益」の二文字が付くことで、世

間の見る目が変わってきます。社会的評価が高まり、税制面で優遇されるなど

ありがたい面はありますが、経営内容は厳しくチェックされ、仕事の半分以上

は不特定多数の人に役立っているかなどと公益性が問われてきます。 
シルバー人材センターを取り巻く環境は近年大変厳しくなってきました。公

的支援は先細りの状況にあり、受注競争は激しさを増しています。一方、センターに対する地域社会か

らの期待は高まっています。資金、人材が限られている中で、高まる地域の期待にどのように応えてい

けばいいのか、全国シルバーが共通して抱えている問題です。この回答の一つはボランティア活動にあ

ると私は考えています。会員のボランティアの行動を地域活性化に結びつけていく、こんな風土をセン

ター内で盛り上げていきたいと願っています。 
当センターにおけるボランティア活動の実践例は少なく、会員の関心も高いとはいえません。昨年１

０月初めに役場交流ホールで開いた第７回文化展は６人の運営委員を中心に初めてボランティアで実

施しました。会員外の出展者が増え、来場者も４日間で６００人を超すなど展覧会は盛会でした。同月

末に実施した「シルバーの日」の関連行事・祝園駅周辺の清掃ボランティアには、会員２２人が参加し

ました。 
ボランティアは、自らの自由意志に基いて行動することが特徴で、対価を求めないのが基本です。他

の人や社会のために役立ちたいという願いを行動で示すことで生きがいを高め、活動を通して地域の

人々や仲間との交流を深めることができます。 
人々の生活ニーズは多様化する一方で、企業や国、自治体が提供するサービスだけではとうてい要望

に応じることはできません。既存のサービスのすき間を埋め、地域社会の要望に応えていこうというの

が私たちが目指すボランティア活動です。 
現在のセンター会員の多くは健康を保持し、生活は年金で支えられているという恵まれた境遇にあり

ます。社会の中で生かされているという感謝の気持をボランティア活動で表現したいと考えています。

センターのボランティア活動にふるって参加してください。 


